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町 の 花 「 さ つ き 」  

町 の 木 「 も く せ い 」  

町 制 施 行 記 念 の 五 月 に ち な ん で

「 さ つ き 」 を 町 の 花 と し て い ま す 。 あ  

公 園 や 家 々 の 庭 に 咲 き ほ こ り 、 人

に 親 し み と 安 ら ぎ を 与 え る 「 さ つ

き 」 の 花 は 、 ま さ に 自 然 と 人 々 と 技

と が 調 和 す る 庶 民 的 な 銘 花 で す 。 あ  

た ゆ み な く 生 長 ・ 伸 展 を 続 け る 常

緑 の 木 「 も く せ い 」 は 、 一 歩 一 歩 前

進 す る 吉 富 町 の 姿 で す 。 あ あ あ あ あ  

金 色 に 輝 く 清 楚 な 花 の 集 ま り は 、

住 民 相 互 の う る わ し い 連 帯 感 と 愛

情 を 感 じ さ せ ま す 。 あ あ あ あ あ あ あ  
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１．はじめに 
 

（ １ ）  ま ちの 姿 

吉 富 町 は 福 岡 県 の 最 東 端 に 位 置 し 、 東 は 一 級 河 川 山 国 川 を 境 に 大

分 県 中 津 市 と 、 西 は 豊 前 市 、 南 は 築 上 郡 上 毛 町 に 接 し 、 北 は 波 静 か

な 周 防 灘 に 面 す る 東 西 １ . ８ ｋ ｍ 、 南 北 ４ . ０ ｋ ｍ 、 面 積 ５ . ７ ２ k m 2 と

「 九 州 で 一 番 ち い さ な 町 」 で す 。 北 九 州 か ら 5 0 k m 圏 内 に 位 置 す る

肥 よ く な 土 地 の 田 園 の 町 で す 。 町 の 北 側 に は 周 防 灘 が 広 が り 、 底 引

き 網 漁 や ア サ リ の 増 殖 が 行 わ れ て い ま す 。  

吉 富 町 が 位 置 す る 京 築 地 区 は 、 １ 年 を 通 じ て 雨 が 比 較 的 少 な く 、

冬 は 暖 か く 、 夏 は 涼 し い 本 当 に 住 み よ い 町 で す 。  

緑 の 基 本 計 画 で は 、 私 た ち の 豊 か な 暮 ら し を 支 え る 基 盤 と し て 、

吉 富 町 の 水 と 緑 を 守 り 育 ん で い く 方 針 を 定 め ま す 。  

 

  

吉 富 町  



 

2 

 

（ ２ ）  緑 の基 本計 画 と は  

【 計 画 期 間 と 位 置 づ け 】  

緑の基本計画は、吉富町の水と緑のあり方を定めるマスタープ

ランです。都市全体の整備の方向性を定めた「吉富町都市計画マ

スタープラン」などの上位計画を受けて、今後１０年間の緑のあ

り方を定める基本計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑の基本計画 計画期間 
2 0 2 3 年度(令和 5 年度)～2 0 3 2 年度(令和 14 年度)  

上位計画 
▨  まち・ひと・しごと創生総合戦略 

▨  都市計画マスタープラン 

 

個別施策・事業 
▨  公園や緑地の整備・維持管理 

 

計 画 期 間と 位 置づ け  
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【 対 象 と す る 緑 】  

緑 の 基 本 計 画 で は 、 樹 木 や 草 花 な ど の 植 物 に 加 え て 、 海 や 川 な ど

の 水 辺 、 公 園 や 樹 林 、 農 地 な ど 含 め て 、 幅 広 い 緑 を 計 画 の 対 象 と し

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

  

 樹 木 、 樹 林 地 （ 竹 林 、 雑 木 林 、 社 寺 林 ）  

 農 地 （ 水 田 、 畑 ・ 茶 畑 地 、 果 樹 園 等 ）  

 海 辺 ・ 河 川 、 水 路 、 た め 池  

 公 園 、 緑 地 、 広 場  

 街 路 樹  

 学 校 、 庁 舎 の 植 栽 地 、 グ ラ ウ ン ド  

 住 宅 、 工 場 、 事 業 所 の 植 栽 地  

 古 墳 、 遺 跡 、 歴 史 的 文 化 遺 産  

 個 人 の 庭 木  な ど  

対 象 と す る 緑  

農 地 ・ 宅 地  
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【 緑 の 役 割 】  

緑 の 役 割 と し て 、 「 利 用 機 能 」 、 「 存 在 機 能 」 、 「 媒 体 機 能 」 と い っ た

機 能 が あ り ま す 。  

「 利 用 機 能 」 と し て 、 遊 び や ス ポ ー ツ 、 憩 い な ど レ ク リ エ ー シ ョ ン の

場 と し て 、 わ た し た ち の 生 活 を 豊 か に し て い ま す 。 ま た 「 存 在 機 能 」

と し て 、 防 災 や 環 境 保 全 、 景 観 形 成 な ど に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い

ま す 。 近 年 は 、 「 媒 体 機 能 」 と し て 、 観 光 ・ 産 業 、 健 康 ・ 福 祉 、 教 育 ・ 保

育 、 歴 史 ・ 文 化 と い っ た 、 ま ち づ く り 全 般 に 緑 を 幅 広 く 活 用 し て い く

視 点 も 求 め ら れ る よ う に な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

  

レクリエーション 
・遊び、 スポー ツ、 憩い  

防 災 
・避難場 所、延 焼防 止  

環境保全 
・気温調 節、防 風・ 防音  

景観形成 
・街並み 、家並 み、 風景  

健康・福祉 
・健康づ くり、 生き がい  

観光・産業 
・観光振 興、商 業振 興  

教育・保育 
・学習、 発見、 成長  

歴史・文化 
・歴史・ 文化資 産の 継承  

緑 の 役 割  

・  利 用機 能  

・  存 在機 能  

・  媒 体機 能  



 

5 

 

（ ３ ）  吉 富の 緑 

【 緑 の 概 況 】  

吉 富 町 全 体 の 緑 の 概 況 に つ い て 整 理 し ま す 。  

（ 令 和 3 年 度 都 市 計 画 基 礎 調 査 （ 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ） ）  

 

地 表 面 が 植 物 で 覆 わ れ て い る 土 地 を 、 緑 被 地 と 言 い ま す 。  

吉 富 町 で は 、 農 地 1 8 9 . 8 h a （ 田 と 畑 の 合 計 ） 、 草 地 5 6 . 1 h a 、 樹

林 地 7 . 4 h a で あ り 、 緑 被 地 の 合 計 は 2 5 3 . ３ h a と な っ て い ま す 。  

緑 被 地 面 積 2 5 3 . ３ h a と 水 面 面 積 6 6 . 7 h a を 合 計 す る と ３ ２ ０ ．

０ ｈ ａ と な り 、 こ れ は 吉 富 町 全 域 の 面 積 5 . 7 2 k m ２ の 5 5 . 9 ％ に 相

当 し ま す 。  

こ の よ う に 、 吉 富 町 は 水 と 緑 に 恵 ま れ た ま ち で す 。  

 

  

緑 地 の 状況  



 

6 

 

【 都 市 公 園 等 の 整 備 状 況 】  

吉 富 町 に は 、 都 市 公 園 と し て 近 隣 公 園 、 街 区 公 園 、 都 市 緑 地 が あ

り 、 都 市 公 園 以 外 の 身 近 な 遊 び 場 所 と し て 児 童 遊 園 が あ り ま す 。  

こ こ か ら 児 童 遊 園 を 除 い た 都 市 公 園 等 （ 近 隣 公 園 、 街 区 公 園 、 都

市 緑 地 ） の 合 計 は ３ ２ ． ７ h a に な り ま す 。 吉 富 町 の 人 口 ６ ， ６ ２ ７ 人

（ 令 和 2 年 国 勢 調 査 値 ） で あ る こ と か ら 、 住 民 1 人 あ た り の 公 園 面

積 は ４ ９ . ３ ｍ ２ / 人 と な り 、 全 国 平 均 １ ０ . ７ ｍ ２ / 人 、 福 岡 県 平 均 9 . 1

ｍ ２ / 人 （ 令 和 2 年 度 末 ） 、 を 大 き く 上 回 っ て い ま す 。  

遊 具 等 の 公 園 施 設 の 中 に は 老 朽 化 が 進 ん で い る も の も あ り ま す

が 、 必 要 な 維 持 管 理 な ど 、 限 ら れ た 財 源 で 効 果 的 に 対 応 し て い ま す 。  

 

 

種  別  名  称  面 積 （ ㎡ ）  

① 近 隣 公 園  
天 仲 寺 公 園  ２ ６ ， ９ ３ ２  

鈴 熊 山 公 園  １ ７ ， ０ １ ０  

② 街 区 公 園  

古 表 史 跡 公 園  １ ３ ， ０ ２ １  

水 と 光 の ス ペ ー ス ２ １  １ ， ９ ３ ４  

玄 光 院 ふ れ あ い 公 園  １ ， ８ ７ ３  

佐 井 川 清 流 公 園  ２ ， １ １ ３  

③ 都 市 緑 地  山 国 川 緑 地  ２ ６ ４ , ０ ０ ０  

都 市 公 園 等 合 計 （ ① ＋ ② ＋ ③ ）  ３ ２ ６ , ８ ８ ３  

児 童 遊 園  

高 浜 児 童 遊 園  ８ ７ ０  

古 表 児 童 遊 園  １ ， ９ ５ ０  

楡 生 児 童 遊 園  ２ ， ０ ３ ８  

直 江 児 童 遊 園  8 2 3  

土 屋 児 童 遊 園  １ ， １ ５ ９  

今 吉 児 童 遊 園  ７ ０ ７  

  

都 市 公 園等 一 覧表  
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【 子 ど も の 遊 び 場 】  

町 内 に は 天 仲 寺 公 園 や 鈴 熊 山 公 園 を は じ め 、 子 ど も の 遊 び 場 と し

て １ ３ 箇 所 に 公 園 が 設 置 さ れ て い ま す 。  

 

  

天 仲 寺 公 園  

鈴 熊 山 公 園 （ ど ん ぐ り 広 場 ）  
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【 ス ポ ー ツ 】  

「 吉 富 漁 港 総 合 グ ラ ウ ン ド 」 は 平 成 1 5 年 ８ 月 に 開 設 さ れ 、 多 目 的

運 動 広 場 と し て 様 々 な ス ポ ー ツ で 使 用 さ れ て い ま す 。  

運 動 施 設 と し て 、 公 式 サ ッ カ ー コ ー ト 1 面 、 少 年 サ ッ カ ー グ ラ ウ ン

ド 2 面 、 野 球 コ ー ト 1 面 、 約 5 ０ 0 ｍ の ジ ョ ギ ン グ ロ ー ド が あ り 、 夜

間 照 明 も 完 備 し て い ま す 。  

ま た 、 住 民 参 加 の イ ベ ン ト で は 、 吉 富 町 ス ポ ー ツ 協 会 に よ る 「 ス ポ

ー ツ フ ェ ス タ ・ よ し と み 」 を 毎 年 開 催 し て お り 、 野 球 、 ゴ ル フ 、 卓 球 、

バ ド ミ ン ト ン の ４ つ の 大 会 を 行 っ て い ま す 。 そ の ほ か に も 、 「 よ し と

み ウ ォ ー ク 」 を 開 催 し て お り 、 町 外 か ら も 多 く の 参 加 者 が 訪 れ ま す 。  

 

  

吉 富 漁 港 総 合 グ ラ ウ ン ド  よ し と み ウ ォ ー ク  
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【 レ ク リ エ ー シ ョ ン 】  

山 国 川 の 河 川 敷 に 「 山 国 川 緑 地 」 が 整 備 さ れ て お り 、 専 用 の ロ ー ラ

ー ス ケ ー ト 場 が あ り ま す 。  

吉 富 町 で は 、 健 康 づ く り や 子 育 て 世 代 、 若 者 が 魅 力 を 感 じ る よ う

な 都 市 公 園 等 が 不 足 し て い る た め 、 「 山 国 川 緑 地 」 等 を 、 レ ク リ エ ー

シ ョ ン の 拠 点 と し て 、 最 大 限 に 活 用 し て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

 

  

山 国 川 緑 地  
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【 樹 林 】  

「 ふ く お か 森 林 浴 百 選 」 に 選 ば れ る 鈴 熊 山 公 園 に は 、 山 頂 付 近 の

松 林 、 周 辺 の 竹 林 ・ 雑 木 林 な ど 多 く の 自 然 が 残 さ れ て い ま す 。  

そ の た め 、 癒 し の 時 間 を 過 ご す こ と が で き る 憩 い の オ ア シ ス と し

て 、 多 く の 住 民 た ち に 親 し ま れ て い ま す 。  

こ れ ら の 深 く 美 し い 緑 に 囲 ま れ た 、 自 然 と の ふ れ あ い を 楽 し め る

遊 歩 道 や 展 望 広 場 、 子 ど も 向 け の 遊 具 の あ る 「 ど ん ぐ り 広 場 」 が 整 備

さ れ て い ま す 。 鈴 熊 山 公 園 は 、 ウ ォ ー キ ン グ コ ー ス と し て も 人 気 が あ

り ま す 。  

 

  

鈴 熊 山 公 園  
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【 水 と 緑 と 鉄 道 の あ る 風 景 】  

吉 富 町 に は 、 鉄 道 の あ る 風 景 を 堪 能 で き る 撮 影 ポ イ ン ト が 数 多 く

あ り ま す 。 そ の 中 に は 、 山 国 川 や 田 園 を 背 景 に 、 レ ン ガ 橋 や 鉄 橋 を 電

車 が 走 り 抜 け る 風 景 も あ り 、 水 や 緑 と 一 体 と な っ た 鉄 道 撮 影 ス ポ ッ

ト と し て 人 気 が あ り ま す 。  

 

 

  

田 園 と 鉄 道  

日 豊 本 線  山 国 川 橋 梁  
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【 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 】  

よ し と み レ デ ィ ー ス お 花 づ く り 部 は 、 吉 富 駅 前 道 路 ロ ー タ リ ー 花 壇

で の 美 化 管 理 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 功 績 が 顕 著 で あ る と し て 、 国 土 交

通 大 臣 表 彰 を 受 賞 し ま し た 。 御 山 会 は 、 ふ く お か 地 域 づ く り 活 動 賞

を 受 賞 し て い ま す 。 そ の ほ か 様 々 な ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が 、 そ れ ぞ れ の

目 的 に 応 じ た 地 域 活 動 を 行 う な ど 、 熱 心 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

 

  

吉 富 駅 前 の 花 壇  

御 山 会 の 活 動  
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（ ４ ）  ま ち づ くり と 緑 

①  吉 富 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略  

第 ２ 期 吉 富 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 （ 令 和 ２ 年 ９ 月 ） に は 、

４ つ の 基 本 目 標 が 示 さ れ て お り 、 ま ち づ く り の 幅 広 い 課 題 解 決 へ の

取 り 組 み を 示 し て い ま す 。  

緑 の 基 本 計 画 で は 、 こ れ ら 多 岐 に わ た る ま ち づ く り の 課 題 解 決 に

向 け て 、 緑 の 側 面 か ら 貢 献 し て い く も の と し ま す 。  

 

 

 

 

  
基 本 目 標 １  新 し い ひ と の 流 れ の 創 出  

  “自然環境の保全”  と “緑”  

  “インフラ整備” と “緑”  
 

基 本 目 標  ２  継 続 し た  子 育 て 全 力 応 援  の ま ち づ く り  

  “子育て、福祉” と “緑”  
 

基 本 目 標  ３  安 定 し た し ご と づ く り  

  “産業、地域活性化”  と “緑”  
 

基 本 目 標  ４  暮 ら し 続 け る こ と の で き る ま ち づ く り  

  “健康寿命の延伸”  と “緑”  

  “住民参加、協働” と “緑”  
 

第 ２ 期 吉富 町 ま ち ・ ひ と ・ しご と 創 生 総 合戦 略 

 “ ４ つ の 基本 目標 ” に 貢 献 す る “ 緑 ”  

 

緑の基本計画 
緑を活かして、まちづくりの課題解決に貢献する  
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②  吉 富 町 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン  

吉 富 町 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン （ 平 成 2 1 年 3 月 ） で は 、 以 下 の よ

う に 公 園 緑 地 を 中 心 と す る 緑 の あ り 方 が 示 さ れ お り 、 本 計 画 を 通 じ

て 具 体 化 し て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

 

  
【 都 市の 将 来像 】  

吉 富 漁 港  

鈴 熊 山  

天 仲 寺 山  

交 通 拠 点  

中 心 拠 点  J R 吉 富 駅

山 国 川 緑 地  

佐

井

川 

山

国

川 

佐 井 川  

河 川 公 園  

骨 格 軸  

市 街 地 ゾ ー ン  

田 園 集 落 ゾ ー ン  

そ の 他  

中 心 拠 点  

交 通 拠 点  

工 業 拠 点  

緑 と ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ  

の 拠 点  
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【 都 市施 設 整備の 方 針】  

【 土 地利 用 の方針 】  

■ 農 地  

〇 優 良 農 地 の 積 極 的 な 保 全 を 図 る と と も に 、 農 地 の 集 約 化 と 生 産 基 盤 の 整

備 を 推 進 し 、 地 産 地 消 を 目 指 し た 農 業 生 産 を 促 進 し ま す 。  

〇 兼 業 農 家 や 高 齢 農 家 な ど を 包 括 す る 地 域 ぐ る み の 営 農 体 制 の 確 立 を 図

り 、 中 核 的 農 家 の 規 模 拡 大 の た め の 農 用 地 の 流 動 化 を 促 進 し 、 農 地 の 集

約 に よ り 農 業 生 産 性 の 向 上 に 努 め ま す 。  

 

■ レ ジ ャ ー ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 地  

〇 吉 富 海 岸 、 山 国 川 河 川 敷 、 佐 井 川 沿 い の 緑 地 や 鈴 熊 山 お よ び 天 仲 寺 山

周 辺 は 、 自 然 環 境 や 景 観 の 保 全 に 配 慮 し つ つ レ ジ ャ ー や レ ク リ エ ー シ ョ ン

の 場 と し て 活 用 し ま す 。  

 

■ 水 面 、 そ の 他 自 然 地  

〇 山 国 川 ・ 佐 井 川 沿 い の 緑 地 は 、 本 町 の 貴 重 な 自 然 ・ 景 観 要 素 で あ る た

め 、 治 水 機 能 の 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 住 民 や 来 訪 者 に と っ て 憩 い の

空 間 と な る よ う な 親 水 性 の 高 い 整 備 を 推 進 し ま す 。  

〇 山 国 川 総 合 グ ラ ウ ン ド お よ び 周 辺 の 河 川 敷 は 、 親 水 空 間 の 形 成 を 促 進 す

る と と も に 、 住 民 に 親 し ま れ る 憩 い と や す ら ぎ の 場 と し て 、 住 民 ・ 行 政 が 一

体 と な っ て 維 持 管 理 し て い き ま す 。  

■ 公 園 ・ 緑 地  

〇 鈴 熊 山 公 園 お よ び 天 仲 寺 公 園 を 公 園 ・ 緑 地 の 核 と し て 位 置 づ け 、 町 内 に

点 在 す る 小 公 園 や 緑 地 等 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 り 、 都 市 と 緑 が 一 体 化 し

た 特 色 あ る 都 市 環 境 の 形 成 を 図 り ま す 。  

〇 山 国 川 総 合 グ ラ ウ ン ド 、 吉 富 漁 港 総 合 グ ラ ウ ン ド を 住 民 の 屋 外 ス ポ ー ツ

活 動 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン の 拠 点 と し て 位 置 づ け 、 憩 い の 空 間 、 周 辺 に お け

る 散 策 路 な ど 関 連 機 能 整 備 、 修 景 を 図 り ま す 。  

〇 佐 井 川 沿 い の 緑 地 は 、 住 民 の 憩 い の 場 と し て の 遊 歩 道 や レ ク リ エ ー シ ョ

ン 施 設 等 の 整 備 を 図 り ま す 。  
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③  ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  

第 4 次 吉 富 町 総 合 計 画 の 策 定 に あ た っ て 、 住 民 の 意 識 を 把 握 す る

た め 、 平 成 3 0 年 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し て い ま す 。  

緑 の 基 本 計 画 の 方 針 検 討 に 向 け て 、 こ の ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に 対

し て 緑 の 観 点 か ら 分 析 を 加 え た 結 果 を 、 以 下 に 示 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■  実 施 概 要  

調 査 対 象 者  ・ 町 内 在 住 の １ ５ 歳 以 上 の 住 民  

抽 出 方 法  ・ 無 作 為 抽 出  

調 査 期 間  ・ 平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １ ２ ～ ２ ５ 日  

調 査 方 法  ・ 郵 送 配 布 、 郵 送 回 収  

■ 配 布 ・ 回 収 結 果  

配 布 数  ・ 2 , 0 0 0 件  

回 収 数  ・ 6 9 2 件  

有 効 回 答 数  

有 効 回 答 率  

・ 6 9 0 件  

・ 3 4 . 5 %  

 

■  住 み 続 け た い 理 由 と 緑  

・ 住 み 続 け た い 理 由 と し て 、 「 自 然 な ど 環 境 が 良 い か ら 」 と い う 回 答

が １ ０ ． ４ % で 得 ら れ た の に 対 し て 、 住 み 続 け た く な い 理 由 と し て 、

「 自 然 環 境 が 良 く な い 」 と い う 回 答 は ０ % で あ り 、 自 然 な ど の 環 境

の 良 さ が 高 く 評 価 さ れ て い ま す 。  

・ 現 在 の 住 民 に 、 こ れ か ら も 住 み 続 け て い た だ く た め に は 、 現 在 の 自

然 環 境 を 守 り 、 維 持 し て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

■ 住 み 続 け た い 理 由  ■ 住 み 続 け た く な い 理 由  



 

17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■  に ぎ わ い の あ る ま ち づ く り と 緑  

・ に ぎ わ い の あ る ま ち づ く り に は 、 「 多 く の 住 民 が 活 動 で き る 場 所 や

機 会 を 提 供 す る 」 と い う 回 答 が １ ７ ． ８ % と 最 も 多 く な っ て い ま す 。  

・ 吉 富 町 で に ぎ わ い を 生 み 出 す た め 、 公 園 や 広 場 を 活 用 し て 、 多 く の

住 民 が 活 動 で き る 場 所 や 機 会 を 増 や し 、 広 く 住 民 の 賛 同 と 参 加 を

得 て い く 取 り 組 み が 有 効 と 思 わ れ ま す 。  

■  町 の 活 性 化 と 緑  

・ 今 後 力 を 入 れ る べ き 内 容 と し て 、 「 子 育 て 施 策 の 充 実 に よ る 子 育 て

世 代 の 定 住 促 進 」 と い う 回 答 が ２ ２ ． ９ % と 最 も 多 く な っ て い ま す 。  

・ 住 む べ き 場 所 を 選 ぶ 際 に 、 「 生 活 ・ 住 環 境 の よ さ 」 と い う 回 答 も ３

４ ． ８ % と 多 く な っ て い ま す 。  

・ 子 育 て 世 代 の 定 住 を 促 し 、 生 活 ・ 住 宅 環 境 の 魅 力 を 高 め る 公 園 ・ 広

場 の 整 備 や 緑 の 魅 力 を 高 め て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

■ 町 の 活 性 化 の た め に 今 後 ど の よ う な こ

と に 力 を 入 れ る べ き か （ 上 位 5 位 の み

を 抜 粋 ）  

■ 住 む べ き 場 所 を 選 ぶ 場 合 に 重 視

す る こ と （ 上 位 5 位 の み を 抜 粋 ）  

■ に ぎ わ い の あ る ま ち づ く り の た め 、 今 後 、 ど の よ う な 施 策 が 重 要 だ と 思 う か  
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２．緑の基本方針 
 

（ １ ）  緑の 将 来像  

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 社 会 が 進 行 し て い く 中 、 健 康 で 長 生 き す る 「 健

康 寿 命 」 を 伸 ば す た め 、 こ れ か ら は 緑 を ま ち づ く り に 積 極 的 に 活 用 し

て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

ま ず 、 緑 で 吉 富 町 に “ 活 力 ” を 与 え ま す 。 広 域 で の サ イ ク リ ン グ を

は じ め 、 緑 を 活 用 し た 観 光 ・ 交 流 ・ 活 性 化 を 進 め ま す 。  

そ し て 、 緑 で 吉 富 町 を “ 健 康 ” に し ま す 。 子 育 て を 支 え て 、 充 実 さ せ

る 緑 、 高 齢 者 の 健 康 づ く り に 役 立 つ 緑 と し ま す 。  

さ ら に 、 吉 富 町 の 緑 が あ る “ 風 景 ” を 守 り ま す 。 浜 辺 や 川 辺 に は 緑

が 広 が り 、 農 地 と 調 和 し て い る 風 景 を 吉 富 町 の 基 盤 と し て 守 り 続 け

ま す 。  

こ の よ う な 吉 富 町 の 水 と 緑 を 活 か し た ま ち づ く り の 取 り 組 み を 、

行 政 と 住 民 の 協 働 を 通 じ て 、 育 ん で い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

  

【 緑 の将 来 像】  

水と緑で 
活力・健康・風景を 

はぐくむまち よしとみ 
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吉 富 町 緑 の 将 来 イ メ ー ジ

かわまちづくり 

吉富海岸 

水 辺 の  

ネ ッ ト ワ ー ク  
緑 の 拠 点  

（ 公 園 緑 地 ）  

港 の 拠 点  

（ 吉 富 漁 港 ）  

天 仲 寺 公 園  

山 国 川 緑 地  

鈴 熊 山 公 園  

古 表 史 跡 公 園  

水 と 光 の ス ペ ー ス ２ １  

玄 光 院 ふ れ あ い 公 園  

佐 井 川 清 流 公 園  

高 浜 児 童 遊 園  

古 表 児 童 遊 園  

楡 生 児 童 遊 園  

土 屋 児 童 遊 園  

今 吉 児 童 遊 園  

太 町 グ ラ ウ ン ド  

吉 富 漁 港  

総 合 グ ラ ウ ン ド  

直 江 児 童 遊 園  
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（ ２ ）  基 本方 針 

緑 の 将 来 像 の 実 現 に 向 け て 、 吉 富 町 と し て 取 り 組 む 上 で の 基 本 的

な 考 え 方 を 、 基 本 方 針 と し て 次 の よ う に 定 め ま す 。  

 

 

  １   緑と“活力” 

２   緑と“健康” 

３   緑と“風景” 

４   緑と“協働” 

・ 緑 を 活 か し た 観 光 や 交 流 の 活 発 化 と 必 要 な 整 備 に 取 り 組 む  

・ 公 園 の 老 朽 化 対 策 や リ ニ ュ ー ア ル 、 適 正 な 維 持 管 理 や 運 営 に 取 り 組 む  

・ 緑 と の ふ れ あ い を 育 み 、 緑 を 活 か し た 防 災 ・ 減 災 に 取 り 組 む  

・ 水 と 緑 と 鉄 道 が 融 合 し た 風 景 な ど 、 魅 力 あ る 風 景 づ く り に 取 り 組 む  

・ 吉 富 の 風 景 の 基 盤 と な る 農 地 や 樹 林 の 土 地 利 用 を 保 全 す る  

・ 吉 富 海 岸 の ア サ リ や 農 地 や た め 池 な ど で の 生 物 多 様 性 を 保 全 す る  

・ 住 民 の 憩 い の 場 と し て 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 等 の 整 備 を 図 る  

・ 子 育 て の 魅 力 を 高 め る た め 、 子 ど も や 未 就 学 児 の 遊 び 場 を 確 保 す る  

・ 高 齢 者 の 健 康 づ く り と し て 、 散 策 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り な ど を 進 め る  

・ 町 内 の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 な ど に 、 緑 を 守 り 活 か す 住 民 活 動 を 継 続 的 に  

支 援 し て い く  

・ 住 民 と 行 政 の 協 働 を 通 じ て 、 緑 を 守 り 活 か す 活 動 を 広 め て い く  

【 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と の 関 連 】  
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【 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 】  

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と は 、 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」 の 略 称 で す 。 2 0 1 5 年 9 月

の 国 連 サ ミ ッ ト で 加 盟 国 の 全 会 一 致 で 採 択 さ れ 、 国 連 加 盟 1 9 3 カ

国 が 2 0 3 0 年 ま で に 達 成 を 目 指 す 国 際 目 標 で す 。  

緑 の 基 本 計 画 に 位 置 付 け た 基 本 方 針 に 基 づ い て 、 吉 富 町 は Ｓ Ｄ Ｇ

ｓ に も 貢 献 し て い き ま す 。  

 

 

 

  

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 設 定 さ れ て い る １ ７ の ゴ ー ル  
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（ ３ ）  モ デ ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト  

緑 の 将 来 像 の 実 現 に 向 け て 、 吉 富 町 で は 水 辺 の 魅 力 を 高 め て い き

ま す 。 水 辺 の 魅 力 を 高 め る た め に 優 先 的 に 取 り 組 む モ デ ル ・ プ ロ ジ

ェ ク ト を 、 以 下 の よ う に 定 め ま す 。  

 

①  か わ ま ち づ くり  

一 級 河 川 山 国 川 の 河 川 敷 に 位 置 す る 山 国 川 緑 地 は 、 昭 和 5 8 年 か

ら 継 続 的 に 整 備 が 進 め ら れ て き ま し た 。  

現 在 、 福 岡 県 吉 富 町 、 上 毛 町 、 大 分 県 中 津 市 の １ 市 ２ 町 で 「 山 国 川

下 流 域 地 区 か わ ま ち づ く り 」 を 進 め て お り 、 親 水 性 を 考 慮 し た 水 辺

整 備 や ま ち な か の 観 光 拠 点 を つ な ぐ サ イ ク リ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク を 充

実 さ せ る こ と で 、 親 水 性 ・ 回 遊 性 を 高 め る 広 域 的 な ま ち づ く り を 進

め て い く 方 向 で す 。  

こ の よ う な 計 画 の 実 現 に 向 け て 、 緑 の 基 本 計 画 を 象 徴 す る モ デ

ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト と し て 山 国 川 緑 地 の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。  
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②  吉 富 海岸 

吉 富 町 は 、 吉 富 海 岸 の 景 観 を 向 上 さ せ て 、 地 域 の 魅 力 を 高 め て い

く 整 備 を 進 め て い ま す 。 現 在 、 住 民 有 志 に よ る 吉 富 海 岸 の 清 掃 活 動

も 行 わ れ て い ま す 。  

親 水 階 段 や 遊 歩 道 、 駐 車 ス ペ ー ス の 整 備 を 通 じ て 、 海 岸 付 近 を 散

策 で き る 整 備 を 進 め 、 住 民 へ の 癒 し や 健 康 づ く り 、 景 観 ス ポ ッ ト と す

る モ デ ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト と し て 具 体 化 し 、 水 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク を 充

実 さ せ ま す 。  

 

 

  

吉 富 海 岸  

海 岸 清 掃 の 様 子  
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（ ４ ）  施 策体 系 

将 来 像 の 実 現 に 向 け て 取 り 組 み を 進 め る 、 施 策 の 体 系 を 示 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１   緑と“活力” 

２   緑と“健康” 

３   緑と“風景” 

４   緑と“協働” 

（ １ ） 観 光 ・ 交 流  観 光 ・ 交 流 拠 点 と な る 緑 地 の 整 備 ・ 活 用  

（ ２ ） 公 園 再 生  既 存 公 園 等 の 適 正 管 理 と リ ニ ュ ー ア ル 検 討  

（ ３ ） 公 園 管 理 運 営  公 園 施 設 の 適 正 管 理 と 運 営  

（ ４ ） 学 習 ・ 教 育  緑 を 活 か し た 生 涯 学 習 、 環 境 教 育  

（ ５ ） 防 災 ・ 減 災  緑 の 防 災 ・ 減 災 機 能 の 発 揮  

 

（ １ ） 健 康 づ く り  緑 の 中 を 歩 く ・ 走 る ル ー ト づ く り と 健 康 促 進  

（ ２ ） 子 育 て 支 援  子 ど も の 遊 び 場 、 子 育 て 世 代 の た め の 緑 の 向 上  

（ ３ ） 高 齢 者 福 祉  高 齢 者 福 祉 等 へ の 緑 の 活 用  

 

（ １ ） 景 観 づ く り  景 観 ・ 風 景 を 活 か し た ま ち づ く り  

（ ２ ） 農 地 の 保 全  農 地 の 保 全  

（ ３ ） 樹 林 の 保 全  樹 林 の 保 全  

（ ４ ） 生 物 多 様 性  希 少 な 動 植 物 の 保 全 ・ 生 物 多 様 性 の 保 全  

（ ５ ） 緑 化 推 進  公 共 施 設 や 住 宅 等 の 緑 化 促 進  

 

（ １ ） 住 民 協 働  協 働 に よ る 緑 化 ・ 維 持 管 理 活 動  
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３．緑の施策 

 

 

 

（ １ ）  観光 ・ 交 流 
 

□  現  況  

〈  交 流 ・ 活 動 の 場 と し て の 公 園 ・ 緑 地 の 利 用  〉  

  町 内 に あ る 多 く の 公 園 ・ 緑 地 は 、 住 民 の 方 の 交 流 ・ 活 動 の 場 と な

っ て い ま す 。  

  子 育 て 世 代 や 高 齢 者 の 公 園 利 用 率 は 高 く な い 状 況 で す 。  

  吉 富 町 を 訪 れ る 観 光 客 に 向 け て 、 観 光 資 源 を 彩 る 緑 の 魅 力 を 高

め て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

 

□  施  策  

〈  山 国 川 緑 地 の 周 辺 整 備 と 利 活 用  〉  

  「 か わ ま ち づ く り 事 業 」 と し て 、 山 国 川 緑 地 の 周 辺 整 備 を 進 め 、 町

内 各 種 団 体 と ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し な が ら 、 新 た な 交 流 ・ イ ベ

ン ト の 拠 点 と し て 積 極 的 に 活 用 し ま す 。  

  「 山 国 川 下 流 域 か わ ま ち づ く り 」 と し て 、 周 辺 市 町 と 連 携 を 図 り

な が ら 、 広 域 で の 水 と 緑 の ま ち づ く り を 進 め て い き ま す 。  

  山 国 川 緑 地 の 利 用 方 法 に つ い て 、 適 正 な 利 活 用 が で き る よ う に

検 討 し て い き ま す 。  

 

〈  吉 富 海 岸 の 周 辺 整 備 と 利 活 用  〉  

  「 吉 富 海 岸 の 整 備 」 と し て 、 住 民 有 志 に よ る 吉 富 海 岸 の 清 掃 活 動

を 継 続 し つ つ 、 吉 富 海 岸 の 周 辺 整 備 を 進 め 、 住 民 の 癒 し や 健 康 づ

く り 、 景 観 ス ポ ッ ト と し て の 活 用 を 検 討 し ま す 。  

  

１   緑と“活力” 
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〈  緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 形 成  〉  

  山 国 川 緑 地 を 中 心 と す る 「 か わ ま ち づ く り 」 を 吉 富 町 に お け る 緑

の 拠 点 と 位 置 づ け た 上 で 整 備 を 行 い 、 「 吉 富 海 岸 」 も あ わ せ て 整

備 を 行 う こ と で 、 水 辺 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 吉 富 町 の 水 と 緑

の 骨 格 を 形 成 し ま す 。  

  鈴 熊 山 公 園 お よ び 天 仲 寺 公 園 を 公 園 ・ 緑 地 の 核 と し て 位 置 づ け 、

町 内 に 点 在 す る 小 公 園 や 緑 地 等 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 り 、 都 市

と 緑 が 一 体 化 し た 特 色 あ る 都 市 環 境 の 形 成 を 図 り ま す 。  

  

山 国 川 緑 地  

ス カ イ ラ ン タ ン イ ベ ン ト  
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（ ２ ）  公 園再 生 
 

□  現  況  

〈  公 園 整 備 の 現 状  〉  

  住 民 1 人 あ た り の 公 園 面 積 は 福 岡 県 や 全 国 平 均 を 上 回 っ て い ま

す 。  

  今 後 の 維 持 管 理 の あ り 方 に つ い て 検 討 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

〈  公 園 施 設 の 老 朽 化  〉  

  遊 具 を は じ め と す る 公 園 施 設 が 老 朽 化 し て い る も の も あ り ま す 。

遊 具 に つ い て の 点 検 を 、 毎 年 行 っ て い ま す 。  

 

□  施  策  

〈  公 園 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理  〉  

  老 朽 化 が 進 む 公 園 施 設 に つ い て 、 計 画 的 な 維 持 管 理 、 更 新 整 備

を 検 討 し て い き ま す 。  

  公 園 ト イ レ の 水 洗 化 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

 

〈  遊 具 の 安 全 性 の 確 保 、 修 繕  〉  

  公 園 施 設 の 中 で も 、 特 に 遊 具 は 使 用 頻 度 が 高 い 施 設 で あ り 、 十

分 な 安 全 を 確 保 す る た め 、 今 後 も 引 き 続 き 、 定 期 的 な 点 検 と 計 画

的 な 修 繕 な ど を 行 っ て い き ま す 。  

 

〈  地 区 ご と の 公 園 整 備 ・ 活 用 方 針 の 検 討  〉  

  地 区 ご と の 公 園 整 備 の 必 要 性 や 有 効 活 用 に つ い て 、 検 討 を 行 い

ま す 。  

  公 園 の 統 廃 合 等 に つ い て も 、 必 要 に 応 じ て 検 討 し て い き ま す 。  
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（ ３ ）  公 園管 理運 営 
 

□  現  況  

〈  公 園 施 設 の 維 持 管 理  〉  

  健 康 づ く り や 地 域 の 交 流 の 場 と し て 気 持 ち よ く 活 用 で き る よ う 、

維 持 管 理 を 継 続 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

〈  民 間 活 力 導 入 の 現 状  〉  

  公 園 の 管 理 に つ い て 、 各 自 治 会 な ど に 維 持 管 理 を お 願 い し て い

ま す 。  

  公 園 ・ 緑 地 の 整 備 や 管 理 ・ 運 営 に 対 し て 、 民 間 企 業 の 活 力 を 導 入

す る 事 例 は ま だ あ り ま せ ん 。  

 

□  施  策  

〈  公 園 の 適 正 管 理  〉  

  誰 も が 安 全 で 快 適 に 公 園 を 利 用 で き る よ う に 、 公 園 の 広 場 や 樹

木 等 は 、 立 地 状 況 に 応 じ て 、 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め ま す 。  

  持 続 可 能 な 公 園 管 理 体 制 と す る た め 、 地 元 住 民 の 意 向 を 聞 き な

が ら 、 必 要 な 支 援 策 の 検 討 を 進 め て い き ま す 。  

 

〈  公 園 へ の 民 間 活 力 の 導 入  〉  

  公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 民 間 活 力 を 導 入 す る 仕 組 み に つ い て 、

調 査 ・ 研 究 を 進 め て い き ま す 。  
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（ ４ ）  学 習・ 教育 
 

□  現  況  

〈  緑 と の ふ れ 合 い  〉  

  「 緑 」 と の ふ れ 合 い は 、 世 代 間 の つ な が り を 生 み 出 す だ け で な く 、

柔 軟 で 多 彩 な 活 用 と 「 緑 」 の 保 全 意 識 を 育 み 、 将 来 に 継 承 す る こ

と に つ な が り ま す 。  

 

□  施  策  

〈  緑 と ふ れ あ う 環 境 教 育  〉  

  「 緑 」 に 関 す る 正 し い 知 識 を 学 ぶ だ け で な く 、 自 然 と ふ れ 合 う “ 体

験 ” を 教 育 に 活 か し た 活 動 と し て 展 開 す る と と も に 、 時 代 に 応 じ

た 新 し い 媒 体 を 取 り 入 れ た 運 営 ・ 情 報 発 信 な ど 、 そ れ ぞ れ の 強 み

を 活 か し た 教 育 活 動 の 展 開 を 図 り ま す 。  

 

〈  環 境 学 習 や 環 境 保 全 の 啓 発 活 動  〉  

  海 岸 ・ 河 川 や た め 池 を 守 る た め の 啓 発 活 動 や 、 小 学 生 に 対 す る 環

境 学 習 を 推 進 し 、 環 境 保 全 意 識 の 早 期 形 成 に 取 り 組 み ま す 。  

  子 ど も に 向 け た 環 境 教 育 と し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参 加 な ど 、

具 体 的 な 取 り 組 み に つ い て 検 討 を 進 め て い き ま す 。  
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（ ５ ）  防 災・ 減災 
 

□  現  況  

〈  緑 の 防 災 ・ 減 災 機 能  〉  

  局 地 的 な 集 中 豪 雨 や 巨 大 地 震 な ど 、 多 発 す る 自 然 災 害 に 対 し て 、

公 園 や 農 地 、 森 林 な ど 、 植 物 の 力 を 活 か し て 自 然 災 害 に よ る 被 害

を 軽 減 す る 「 グ リ ー ン イ ン フ ラ 」 の 要 素 と し て 、 緑 を 保 全 し て い く

必 要 が あ り ま す 。  

  街 路 樹 な ど の 緑 に よ る 延 焼 防 止 、 避 難 所 と し て の 公 園 ・ 緑 地 の 利

用 、 農 地 や 森 林 か ら 雨 水 を 地 下 に 浸 透 さ せ る 機 能 な ど 、 緑 を 防

災 ・ 減 災 に 活 用 す る た め に も 、 適 正 な 整 備 と 維 持 管 理 が 不 可 欠 で

す 。  

 

□  施  策  

〈  公 園 の 防 災 機 能 の 向 上  〉  

  公 園 に お け る 避 難 場 所 、 火 災 の 延 焼 防 止 、 復 旧 の 活 動 拠 点 、 仮 設

住 宅 地 等 の 多 様 な 防 災 機 能 を 向 上 さ せ 、 災 害 時 に 活 用 で き る 公

園 整 備 に つ い て 検 討 を 進 め ま す 。  

  居 住 地 ご と の 避 難 場 所 を 明 確 化 し た り 、 食 料 や 水 の 備 蓄 を 検 討

し た り す る な ど 、 地 域 防 災 計 画 と 調 整 を 図 り な が ら 、 公 園 の 防 災

機 能 向 上 に 向 け て 、 検 討 を 進 め て い き ま す 。  

 

〈  農 地 や 森 林 の 保 全  〉  

  農 地 や 森 林 を 保 全 し 、 適 正 な 維 持 管 理 を 継 続 す る こ と で 、 雨 水 を

地 下 に 浸 透 さ せ る 機 能 を 維 持 し ま す 。  
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（ １ ）  健康 づ く り  
 

□  現  況  

〈  緑 と 健 康 づ く り  〉  

  少 子 高 齢 化 社 会 が 進 む な か で 、 健 康 で 長 生 き す る 「 健 康 寿 命 」 を

伸 ば す た め 、 散 歩 や ウ ォ ー キ ン グ 、 ジ ョ ギ ン グ や サ イ ク リ ン グ と い

っ た 健 康 づ く り に 「 緑 」 を さ ら に 活 用 し て い く こ と が 求 め ら れ ま

す 。  

 

□  施  策  

〈  レ ク リ エ ー シ ョ ン や 憩 い の 場 整 備  〉  

  山 国 川 緑 地 、 吉 富 海 岸 を は じ め 、 佐 井 川 沿 い の 緑 地 や 鈴 熊 山 お

よ び 天 仲 寺 山 周 辺 は 、 自 然 環 境 や 景 観 の 保 全 に 配 慮 し つ つ 、 住

民 の 憩 い の 場 、 レ ジ ャ ー や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 と し て 、 遊 歩 道 や

レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 等 の 整 備 を 図 り 、 積 極 的 に 活 用 し て い き ま

す 。  

 

〈  散 策 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備  〉  

  散 歩 や ウ ォ ー キ ン グ 、 ジ ョ ギ ン グ や サ イ ク リ ン グ と い っ た 健 康 づ

く り を 幅 広 い 世 代 で 進 め る た め 、 広 く 吉 富 町 全 域 で の 散 策 路 の

ル ー ト づ く り や 必 要 な 整 備 ・ 修 景 に つ い て 検 討 し て い き ま す 。  

 

  

２   緑と“健康” 
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（ ２ ）  子 育て 支援  
 

□  現  況  

〈  緑 と 子 育 て 環 境  〉  

  公 園 で の 遊 具 の 点 検 を 毎 年 行 っ て お り 、 必 要 に 応 じ て 整 備 を し

て い ま す 。  

  子 育 て 環 境 の 魅 力 を 高 め 、 子 ど も の 健 全 育 成 に 向 け て 、 公 園 等

の 遊 具 の 更 新 整 備 に 加 え て 、 緑 を 活 か し た 安 全 ・ 安 心 な 子 ど も の

遊 び 場 等 を 整 備 ・ 確 保 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

□  施  策  

〈  子 育 て 環 境 の 魅 力 化  〉  

  子 ど も に と っ て 安 全 で 魅 力 的 な 遊 び 場 と な り 、 子 育 て 世 代 に 対

す る 吉 富 町 の 魅 力 を 高 め ら れ る よ う 、 児 童 遊 園 ・ 公 園 等 の 適 正 管

理 に 努 め ま す 。  
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（ ３ ）  高 齢者 福祉  
 

□  現  況  

〈  高 齢 者 福 祉 と 緑  〉  

  高 齢 者 を は じ め 、 障 が い 者 を 含 め た 地 域 参 加 や 生 き が い づ く り 、

交 流 の 機 会 の 創 出 に 向 け て 、 緑 を 活 用 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

□  施  策  

〈  公 園 の バ リ ア フ リ ー 化 な ど の 環 境 づ く り  〉  

  道 路 や 公 園 等 に お け る バ リ ア フ リ ー 化 を は じ め 、 福 祉 施 設 に お い

て も 、 既 存 施 設 の 整 備 ・ 充 実 を 図 る も の と し 、 高 齢 者 や 障 が い 者

を は じ め と す る 全 住 民 が 利 用 し や す い 環 境 づ く り に 努 め ま す 。  

  公 園 を 、 高 齢 者 の 日 常 的 な 健 康 づ く り に 利 用 で き る 場 と な る よ

う 、 ソ フ ト ・ ハ ー ド の 両 面 か ら 検 討 を 進 め て い き ま す 。  

 

〈  高 齢 者 の 健 康 づ く り の た め の 散 策 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備  〉  

  公 園 等 を 起 点 と し て 、 吉 富 町 内 の 散 策 ネ ッ ト ワ ー ク の ル ー ト づ く

り や 必 要 な 整 備 等 を 通 じ て 、 高 齢 者 の 健 康 づ く り と 健 康 寿 命 の

延 伸 に 貢 献 し ま す 。  
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（ １ ）  景観 づ く り  
 

□  現  況  

〈  吉 富 町 の 魅 力 を 伝 え る 風 景 の 発 掘  〉  

  吉 富 町 に は 水 や 緑 と 一 体 と な っ た 鉄 道 撮 影 ス ポ ッ ト が 数 多 く あ

り 、 魅 力 あ る 風 景 を さ ら に 発 掘 し て 、 守 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

  吉 富 町 の 景 観 の 基 盤 と な る 農 地 の 土 地 利 用 を 保 全 し 、 農 村 景 観

と 調 和 し た 家 並 み ・ ま ち な み の 保 全 に 努 め る 必 要 が あ り ま す 。  

 

□  施  策  

〈  水 と 緑 の あ る 魅 力 あ る 風 景 づ く り  〉  

  鉄 道 撮 影 ス ポ ッ ト を は じ め 、 水 と 緑 と 一 体 と な っ た 吉 富 町 ら し い

魅 力 を さ ら に 発 掘 し 、 そ の 構 成 要 素 と な る 水 と 緑 を 適 正 に 管 理

す る こ と で 、 魅 力 あ る 風 景 づ く り を 進 め て い き ま す 。  

 

〈  田 園 や 自 然 景 観 と の 調 和  〉  

  農 地 と 調 和 し た ま ち に 向 け て 、 周 辺 の 田 園 や 自 然 景 観 と の 調 和

に 配 慮 し 、 良 質 な 市 街 地 の 景 観 形 成 に 努 め ま す 。  

  

３   緑と“風景” 
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（ ２ ）  農 地の 保全  
 

□  現  況  

〈  農 地 ・ 農 業 の 現 状  〉  

  農 業 従 事 者 の 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 な ど に よ り 、 農 業 就 業 人 口 や

農 家 数 、 経 営 耕 地 面 積 の い ず れ も が 減 少 傾 向 に あ り ま す 。  

  用 途 地 域 外 な ど で 農 地 転 用 が 多 く 、 各 所 で 開 発 が 進 ん で い ま す 。  

  農 地 の 中 に は 耕 作 放 棄 地 も あ り 、 優 良 な 農 地 と あ わ せ て 、 農 地 の

保 全 に 努 め る 必 要 が あ り ま す 。  

 

□  施  策  

〈  農 地 の 保 全  〉  

  優 良 な 農 地 を は じ め 、 耕 作 放 棄 地 も あ わ せ て 保 全 し て い き ま す 。  

 

〈  農 業 生 産 の 維 持 ・ 拡 大  〉  

  農 業 生 産 の 維 持 ・ 拡 大 の た め に 、 農 地 の 有 効 活 用 と 、 農 作 業 の 効

率 化 を 推 進 す る こ と で 、 農 業 生 産 の 維 持 ・ 拡 大 を 図 る と と も に 、

持 続 可 能 な 営 農 体 制 を 確 立 す る た め 、 営 農 組 織 や 新 規 就 農 者 の

確 保 ・ 育 成 を 図 り ま す 。  

 

〈  農 地 の 集 約 化 と 生 産 性 の 向 上  〉  

  優 良 農 地 の 積 極 的 な 保 全 を 図 る と と も に 、 農 地 の 集 約 化 に よ る

生 産 性 の 向 上 や 地 産 地 消 を 目 指 し た 農 業 生 産 を 促 進 し ま す 。  
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（ ３ ）  樹 林の 保全  
 

□  現  況  

〈  樹 林 の 現 状  〉  

  本 町 の 樹 林 は 約 ７ ． ４ h a で あ り 、 町 全 域 の ２ % に 満 た な い 規 模 で

す が 、 住 民 に や す ら ぎ と 潤 い を 与 え る 緑 と な っ て お り 、 吉 富 町 の

貴 重 な 資 源 ・ 財 産 と な っ て い ま す 。  

 

□  施  策  

〈  歴 史 的 な 風 景 の 保 全 ・ 復 元 お よ び 創 出  〉  

  ふ く お か 森 林 浴 百 選 に 選 ば れ た 鈴 熊 山 公 園 を は じ め 、 松 林 、 干 潟 、

砂 浜 な ど の 歴 史 的 な 風 景 の 保 全 ・ 復 元 お よ び 創 出 を 図 り ま す 。  

 

〈  樹 林 等 の 保 全  〉  

  樹 林 な ど の 自 然 地 は 本 町 に と っ て 貴 重 な 財 産 で あ り 、 住 民 に や

す ら ぎ と 潤 い を 与 え る 資 源 で あ る こ と か ら 、 今 後 も 保 全 に 努 め る

と と も に 有 効 な 活 用 策 を 検 討 し て い き ま す 。  
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（ ４ ）  生 物多 様性  
 

□  現  況  

〈  吉 富 町 の 動 植 物  〉  

  吉 富 海 岸 に あ る 河 口 の 干 潟 に は 、 天 然 記 念 物 の カ ブ ト ガ ニ 、 天 然

あ さ り 、 絶 滅 が 危 惧 さ れ る ア オ ギ ス な ど が 生 息 し て お り 、 全 国 で

も 希 少 性 の 高 い 地 域 で す 。  

  吉 富 町 の 面 積 の う ち 、 5 5 . 9 ％ は 農 地 や 水 面 な ど の 緑 や 水 に 覆

わ れ て お り 、 多 様 な 動 植 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 と な っ て い ま す 。  

 

□  施  策  

〈  生 物 多 様 性 の 保 全 と 普 及 啓 発  〉  

  「 吉 富 海 岸 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を は じ め 、 吉 富 町 の 生 物 多 様 性 を

保 全 す る 取 り 組 み を 継 続 し て い き ま す 。  

  自 然 環 境 に 詳 し い 市 民 団 体 な ど の 協 力 を 得 な が ら 、 自 然 環 境 保

全 を 進 め ま す 。  

  絶 滅 の 恐 れ が あ る 稀 少 動 植 物 を レ ッ ド リ ス ト と し て 整 理 す る な ど 、

生 物 多 様 性 の 保 全 や 地 域 の 生 き 物 の 情 報 等 に つ い て 普 及 啓 発 を

行 っ て い き ま す 。  

  外 来 生 物 の 侵 入 が 確 認 さ れ た 場 合 、 県 と 連 携 を 図 り つ つ 、 適 正 に

対 応 を 行 い ま す 。  

  人 と 動 物 （ 家 畜 、 ペ ッ ト 、 野 生 動 物 ） の 健 康 と 生 物 多 様 性 を 含 め た

健 全 な 環 境 を 一 体 的 に 守 る 「 ワ ン ヘ ル ス 」 の 取 り 組 み を 進 め て い

き ま す 。  

  町 内 に 生 息 し て い る 動 植 物 に つ い て 、 も っ と 住 民 に 知 っ て も ら え

る よ う な 取 り 組 み に つ い て 、 検 討 を 進 め て い き ま す 。  
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（ ５ ）  緑 化推 進 
 

□  現  況  

〈  緑 化 の 現 状  〉  

  公 園 や 駅 前 広 場 、 町 道 へ の 植 樹 を 推 進 し て お り 、 一 部 の 道 路 で は

植 樹 が さ れ て い ま す 。  

  住 宅 や そ の 他 の 公 共 施 設 で の 積 極 的 な 緑 化 に は 至 っ て い な い 現

状 に あ り ま す 。  

 

□  施  策  

〈  公 共 施 設 の 緑 化 と 適 正 管 理  〉  

  公 園 や 駅 前 広 場 、 町 道 の 街 路 樹 等 に つ い て 、 花 や 維 持 管 理 を 考

慮 し た 樹 種 の 選 定 、 緑 化 と 適 正 な 維 持 管 理 を 推 進 し て 、 緑 豊 か な

ま ち な み づ く り を 進 め ま す 。  

 

〈  住 宅 周 辺 の 緑 化  〉  

  住 宅 周 辺 に 緑 を 増 や す た め 、 住 民 主 体 で 取 り 組 む 緑 化 活 動 の 支

援 策 を 検 討 し て い き ま す 。  

 

〈  商 業 ・ 業 務 施 設 の 緑 化  〉  

  幹 線 道 路 と 沿 道 の 商 業 ・ 業 務 施 設 等 に つ い て 、 建 物 前 面 に 緑 化

で き る オ ー プ ン ス ペ ー ス を 確 保 す る な ど 、 緑 と ゆ と り の あ る 空 間

確 保 を 促 進 し ま す 。  
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（ １ ）  住民 協 働 
 

□  現  況  

〈  緑 と 住 民 参 加  〉  

  よ し と み レ デ ィ ー ス お 花 づ く り 部 や 御 山 会 を は じ め と す る ボ ラ ン

テ ィ ア 団 体 な ど 、 こ れ ま で 住 民 の 皆 様 が 主 体 的 に 緑 に 関 す る 住 民

活 動 に 取 り 組 ま れ て き ま し た 。  

 

□  施  策  

〈  協 働 に よ る 緑 地 の 管 理  〉  

  住 民 主 体 の 環 境 美 化 活 動 の 推 進 に 向 け て 、 鈴 熊 山 公 園 や 天 仲 寺

山 公 園 の 整 備 、 河 川 ・ 道 路 愛 護 活 動 、 吉 富 駅 前 花 壇 の 整 備 な ど 、

住 民 と 行 政 の 協 働 に よ る 取 り 組 み を 継 続 し ま す 。  

 

〈  協 働 に よ る 緑 化 活 動  〉  

  ボ ラ ン テ ィ ア や 関 連 団 体 と 連 携 し た 緑 化 活 動 や 清 掃 活 動 、 自 治 会

に よ る 公 園 管 理 に 対 す る 助 成 な ど 、 協 働 に よ る 緑 化 に 対 す る 支

援 策 を 継 続 し 、 検 討 を 進 め ま す 。  

  ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 者 の 高 齢 化 に 対 し て 、 若 い 世 代 も 魅 力 を 感 じ て

参 加 し た く な る 活 動 内 容 等 、 多 様 な 世 代 の 参 加 を 求 め る 工 夫 を

検 討 し て い き ま す 。  

 

  

４   緑と“協働” 
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４．計画の進行管理 
 

（ １ ）  計画 目 標 
 

吉 富 町 は 、 農 地 、 水 面 、 公 園 や 広 場 と い っ た 水 と 緑 に 恵 ま れ て お

り 、 町 域 の 5 5 . 9 ％ が 水 と 緑 に 覆 わ れ て い ま す 。  

こ れ ら の 水 と 緑 を 吉 富 町 の 資 産 と し て 、 将 来 に わ た っ て 保 全 し つ

つ 、 適 正 な 維 持 管 理 を 継 続 し な が ら 、 住 民 一 人 ひ と り の 暮 ら し の 中

で 、 こ れ ま で 以 上 に 活 用 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

こ の よ う な 考 え か ら 、 計 画 目 標 を 次 の よ う に 設 定 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）  進 行管 理 
 

緑 の 基 本 計 画 は 、 計 画 期 間 が １ ０ 年 間 と 長 期 間 の 計 画 で す 。  

将 来 の 社 会 情 勢 の 変 化 等 に 対 応 す る た め 、 概 ね ５ 年 ご と に 計 画 内

容 を 見 直 し て い く も の と し ま す 。  

 

 

（ ３ ）  今 後の 取り 組 み  
 

緑 の 基 本 計 画 に 示 し た 基 本 方 針 と 施 策 に 基 づ い て 、 公 園 や 緑 地 の

保 全 、 整 備 と 維 持 管 理 を 進 め て い き ま す 。  

  

緑の量：現状を維持する 

緑の質：現状より向上させる 
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巻末資料  

 

（１）策定経過 
 

年  月  日  内  容  

令 和 ５ 年 ２ 月  １ 日  

第 1 回 検 討 委 員 会 （ 書 面 開 催 ）  

・ 主 旨 説 明  

・ 計 画 （ 原 案 ） の 提 示  

・ 意 見 の 募 集  

令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ０ 日  

第 ２ 回 検 討 委 員 会 （ 書 面 開 催 ）  

・ 意 見 に 対 す る 対 応 方 針  

・ 計 画 （ 案 ） の 確 認  

令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ４ 日 か ら  

令 和 ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で  

住 民 意 見 の 募 集  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の 実 施  

 

 

（２）緑の基本計画策定委員会委員名簿 
 

氏  名  所 属 団 体 等 の 名 称 及 び 役 職  

向 野  倍 吉  吉 富 町 商 工 会  副 会 長  

山 本  タ ツ 子  よ し と み レ デ ィ ー ス お 花 づ く り 部  副 会 長  

釘 崎  周 二  御 山 会  会 長  

髙 尾  賢 二  吉 富 町 自 治 会 長 会  会 長  

恒 成  正 幸  吉 富 町 政 策 推 進 ア ド バ イ ザ ー  

梅 津  常 敏  太 陽 の 会 （ 山 国 川 清 掃 グ ル ー プ ）  

吉 田  清 勝  有 識 者  

 



 

 

  



 

 

 

  

 

 

吉 富 町 緑の 基 本計 画 

 
吉 富 町 緑 の 基 本 計 画 策 定   令 和 ５ 年 ３ 月  

 

発 行 ： 吉 富 町  

 

 



 

 

 

 


